
1.はじめに
　今年のお正月に風土記の丘の東の水田中にある

「岩屋後古墳」を訪れた。昨年、当社相談役からこの
古墳の天井石はとても見事なものだが、これは現地
性のものではないのか、あれだけのものを運搬するの
はとても大変だと思うが・・・、ということで、本論はそ
の調査結果をとりまとめたものである。

2.岩屋後古墳について
　島根県のホームページには岩屋後古墳について、次
のように紹介されている。

岩屋後古墳
島根県指定史跡(1970 年指定)
所在地:島根県松江市大草町字岩屋後 876 番
地
古墳時代後期（６世紀後半～７世紀初頭）に
築造された、２０ m 規模の円墳あるいは方墳と
考えられております。埋葬施設は出雲最大級の石
棺式石室です。 現在は墳丘盛土の大部分が失
われ、水田の中にぽつんと石室が露出しています。
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図１：位置図（Google マップより）

家形に仕上げられた天井石を外から望むことがで
きる、数少ない古墳です。

【 岩屋後古墳の出土品】
出土品には、明治時代に発見された人物埴輪
や、１９７７年の発掘調査で出土した馬形埴
輪、円筒埴輪、須恵器の子持壺や皮袋形土器
などがあります。 全国的にも珍しい皮袋土器は、
家畜の皮で作られた袋を模倣した須恵器です。大
陸の遊牧民が使っていた容器をもとにして作られた
と考えられ、近くの山代二子塚でも出土していま
す。

【 かわいい顔の埴輪たち】
明治時代、古墳の北西部から男性２体、女性２
体と考えられる人物埴輪が発見されました。この４
人の埴輪たちは顔の表情が似ているため、作者が
同じだったのかも知れません。

3.岩屋後古墳の天井石と石室
　今年の１月に現地を訪れた際、撮影したデータから
３ D データを作成した。図２に天井石はどのような形
状をしているのかを示す。

4.天井石の岩石は新第三紀久利層の流紋
岩質火山砕屑岩
　天井石と石室は同様な岩石よりなる。
　礫の目立つ岩石で、相談役はまるでさざれ石のよう
だと表現されたが、まさにそういう外観である。しかし、
これは一般にいうさざれ石ではなく、火山砕屑岩であ
る。
　岩石は多くの流紋岩質な礫を含む火山砕屑岩

（火山角礫岩）で礫の中には流紋岩溶岩のほか、そ
の急冷相であるガラスも含まれている。流紋岩の火山
にごく近いところで、噴出した溶岩が崩れ落ち堆積した
ものであろう。
　このような岩相を示す地層は、古墳近辺では東側
の「春日」付近に分布している。距離は多少あるが運
搬は可能なところである。それ以外の箇所では同じ久



図２：写真点群による古墳の様子

写真 1：石室内の状況

写真２：流紋岩質火砕岩の表面



利層でもこの岩相のものはないようである。産総研の
5 万分の 1 の地質図幅の説明書、43 頁には以下
の記載がある。

八雲村安田から宝満山にかけては,傾斜 60-90° 
の流理が明瞭な流紋岩が分布し,その周囲にジグ
ソーパズル状割れ目が発達した部分が認められる.
さらにその外側では流紋岩火山角礫岩が卓越して
おり,水底ブロック溶岩(Kano et al.,1991)の様相
を呈する.

　この「その外側」というのが春日あたりと考えられる。
　古墳時代の石工技術ではあまり硬質な岩石を切
って加工することは難しく、こうした多少軟質な岩石を
使用したようである。亀裂のないコアストーンなどをみつ

図３：地質図（産総研５万分の１地質図幅「松江」より）
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けてそれを加工した可能性がある。

5.天井石の運搬について
　運搬方法について、古墳時代で考えられる運搬
方法は以下のとおりである。この結果は perplexity
の AI 検索を利用している。AI 検索の結果と運用は
それを行う人に責がある。本論で使う以下の引用の
文責は筆者にある。

　古墳時代の人々は、巨大な石材を持ち上げて
運搬するために、いくつかの方法を用いていたと考
えられます：
    (1). ロープの使用：石材にロープをしっかりと巻
きつけて持ち上げる方法が最もシンプルな方法の
一つでした。
    (2). 滑車の利用：滑車やロープなどの道具を
使用して、重い石材を持ち上げたり運搬したりした
可能性があります。
    (3). 丸太によるゴロゴロ運搬：特に遠距離から
の運搬の場合、丸太を使って石材をゴロゴロと転
がして運んだと考えられています。
    (4). 人力：多くの人々が協力して、直接石を
持ち上げたり運んだりした可能性もあります。

    これらの方法を組み合わせて、状況に応じて最
適な方法を選択していたと推測されます。例えば、
奈良県の石舞台古墳では、75 トンもの天井石を
組み合わせて使用しています。このような巨大な石
材の運搬と設置には、高度な技術と多くの労力
が必要だったことがわかります。ただし、古墳時代の
正確な石材運搬技術については、まだ不明な点
も多く、考古学的な研究が続けられています。

　このような運搬方法であれば、岩屋後古墳で使用

した石材の運搬は相当苦労したものであろう。

6.最後に
　本年、この調査中に島根大学名誉教授の澤田順
弘先生ともに、遺跡の専門家である故三宅博士氏
(元シマネスクくにびき学園社会文化科主任講師、飯
南町文化財保護審議会委員)、島根考古学会会
長の松本岩雄氏にお会いし、この石材の産地につい
て話をする機会があった。有益なご助言を頂く機会と
なったが、そのなかで、石材の加工技術の乏しい時代
にはこうした加工のしやすい石材が使用されているよう
で、花崗岩のような岩石はそれなりに高度な加工技
術が必要だったようだ。 
　そういう意味で今回の石材調査はとてもよい学びの
機会であった。関係された皆さんにこの場を借りてお礼
申し上げる。


